
評価の視点 評価

すべての子どもについて一人一人の存在と、その人権を尊重したか。 4

設定したねらいが達成できたか。 3

環境構成は適切だったか。 3

発達過程に沿った、また発達段階に必要な経験をさせられたか。 3

子どもが主体とした保育がなされたか。 3

子どもの心の育ちや意欲、取り組む過程への配慮は適切だったか。 3

子どもの状況に応じて柔軟な保育ができたか。 3

養護的（生命の保持と情緒の安定）な配慮がなされていたか。 3

援助方法、援助技術は適切だったか。 3

保護者の連携は十分に取れていたか。 3

保育者間で必要な連携は取れていたか。 3

必要な記録を残すことができたか。 3

前月の反省、評価は生かされていたか。 3

専門性の向上及び保育の質の向上に努めたか。 3

個人情報や守秘義務に配慮したか。 4

令和7年度自己評価

４-達成できた　　３-やや達成できた　　２-やや達成できなかった　　１-達成できなかった


